
変
更
前
の
名
称

変
更
後
の
名
称

変
更
の
日

社
団
法
人
橿
原
市
経
済
倶
楽
部

公
益
社
団
法
人
橿
原
市
経
済
倶
楽
部

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

名

称

変
更
前
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

変
更
後
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

変
更
の
日

和
歌
山
県
経
営
者

協
会

和
歌
山
県
和
歌
山
市
西
汀
丁
二
十
六

番
地

和
歌
山
県
和
歌
山
市
十
番
丁
十
九
番

地

平
成
二
十

二
年
三
月

一
日

宮
崎
県
経
営
者
協

会

宮
崎
県
宮
崎
市
橘
通
東
一
丁
目
八
番

十
一
号

宮
崎
県
宮
崎
市
錦
町
一
番
十
号

平
成
二
十

三
年
十
月

一
日

変
更
後
の
登
録
養
成
施
設
の
名
称

変
更
前
の
登
録
養
成
施
設
の
名
称

変
更
の
日

酪
農
学
園
大
学
農
食
環
境
学
群
循
環
農
学

類

酪
農
学
園
大
学
酪
農
学
部
酪
農
学
科
食
品

衛
生
コ
ー
ス

平
成
二
十
三
年
四
月

一
日

酪
農
学
園
大
学
農
食
環
境
学
群
食
と
健
康

学
類

酪
農
学
園
大
学
酪
農
学
部
食
品
科
学
科
食

品
科
学
専
攻

酪
農
学
園
大
学
農
食
環
境
学
群
食
と
健
康

学
類
管
理
栄
養
士
コ
ー
ス

酪
農
学
園
大
学
酪
農
学
部
食
品
科
学
科
健

康
栄
養
学
専
攻

美
作
大
学
生
活
科
学
部
食
物
学
科
食
品
衛

生
コ
ー
ス

美
作
大
学
生
活
科
学
部
食
物
学
科
食
品
衛

生
専
攻
（
コ
ー
ス
）

平
成
二
十
三
年
十
月

十
七
日

平成™š年˜™月™˜日 水曜日 第œ�—œ号官 報
住
所
浜
松
市
西
区
雄
踏
町
山
崎
3
4
6
6番
地
２

施
春

昭
和
5
1年

1
0月

1
5日
生

住
所
静
岡
県
駿
東
郡
清
水
町
久
米
田
1
2
4番
地
1
2

マ
ル
ク
ス
・
エ
イ
ジ
・
シ
ミ
ズ
昭
和
5
7年
２
月
１
日

生
住
所
北
九
州
市
八
幡
東
区
槻
田
１
丁
目
３
番
５
`

1
0
1

号Ô
鐘
斗
昭
和
4
3年
９
月
1
4日
生

住
所
静
岡
県
沼
津
市
御
幸
町
1
9番

2
1号

金
佳
乃
昭
和
5
3年

1
2月

2
3日
生

住
所
京
都
市
北
区
大
北
山
原
谷
乾
町
1
9番
地
1
7
1

李
永
一
昭
和
2
6年
８
月
1
9日
生

崔
朝
子
昭
和
3
2年
１
月
４
日
生

住
所
京
都
市
南
区
吉
祥
院
砂
ノ
町
5
1番
地
2
0

朴
fl
美
昭
和
6
2年
６
月
2
1日
生

〇
外
務
省
告
示
第
四
百
五
号

平
成
二
十
三
年
十
二
月
八
日
に
ア
ク
ラ
（
ガ
ー
ナ
）で
、

食
糧
援
助
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
シ
エ
ラ

レ
オ
ネ
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

千
九
百
九
十
九
年
の
食
糧

援
助
規
約
に
関
連
し
て
行
わ
れ
る
食
糧
援
助
の
た
め
の

生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

二
億
五
千
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日
本
側

二
階
尚
人
在
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
大
使
（
ガ
ー

ナ
に
て
兼
轄
）

ト
ー
ゴ
側

オ
ス
マ
ン
・
Ｆ
・
ヤ
ン
サ
ニ
在
ガ
ー
ナ

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
高
等
弁
務
官

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

〇
外
務
省
告
示
第
四
百
六
号

ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
及
び
モ
ル
ド
バ
共
和
国
政
府
は
、
昭

和
三
十
六
年
十
月
五
日
に
ハ
ー
グ
で
作
成
さ
れ
た
「
遺
言

の
方
式
に
関
す
る
法
律
の
抵
触
に
関
す
る
条
約
」
の
加
入

書
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
五
日
及
び
同

年
八
月
十
一
日
に
オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務
省
に
寄
託
し
た
。

よ
っ
て
、
同
条
約
は
、
平
成
二
十
三
年
五
月
十
四
日
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
つ
い
て
、
ま
た
、
同
年
十
月
十
日
に
モ
ル
ド

バ
共
和
国
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
三
年
六
月
十
五
日
付
け
及
び
同
年
十
月
十

四
日
付
け
在
京
オ
ラ
ン
ダ
王
国
大
使
館
口
上
書
）

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
六
十
号

平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
九
十
七
号
を
も
っ
て
告
示
し
た
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
二
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
名
称
を
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
六
十
一
号

平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
十
七
号
を
も
っ
て
告
示
し
た
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
二
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業

務
を
行
う
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
六
十
二
号

食
品
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
二
十
九
号
）
第
十
六
条
（
同
令
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
、
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
四
十
八
条
第
六
項

第
三
号
及
び
同
令
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
養
成
施
設
（
以
下
「
登
録
養

成
施
設
」
と
い
う
。）で
あ
る
酪
農
学
園
大
学
酪
農
学
部
酪
農
学
科
食
品
衛
生
コ
ー
ス
、
酪
農
学
園
大
学
酪
農
学
部
食
品

科
学
科
食
品
科
学
専
攻
、
酪
農
学
園
大
学
酪
農
学
部
食
品
科
学
科
健
康
栄
養
学
専
攻
及
び
美
作
大
学
生
活
科
学
部
食
物

学
科
食
品
衛
生
専
攻
（
コ
ー
ス
）
に
つ
い
て
、
そ
の
名
称
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
令

第
二
十
条
第
二
号
（
同
令
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
三
百
九
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
祓
川
町
五

三
〇
五
の
一
二
、
五
三
〇
五
の
一
四

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
三
百
九
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

鹿
児
島
県
伊
佐
市
大
口
平
出

水
字
鋤
先
一
六
七
九
の
八
五

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
鹿

児
島
県
庁
及
び
伊
佐
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
三
百
九
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
久
見

崎
町
字
汐
ケ
平
一
一
五
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
鹿

児
島
県
庁
及
び
薩
摩
川
内
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に

供
す
る
。）
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